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要旨
古代から現代まで東北アジアの人々は好んでコンブ（マコンブとその近縁種）を食べている。
20 世紀以降はコンブを原料とするアルギン酸が世界中で多用途に用いられるようになった。世
界最大のコンブ消費地は中国である。しかし、コンブは中国沿岸で自生していなかった。古代
から 20 世紀半ばまで中国はコンブをもっぱら周辺地域からの輸入に頼っていた。このコンブ貿
易は 19 世紀半ばに拡大した。19 世紀から 20 世紀半ばまでの輸入品の大部分は日本産だったが、
19 世紀の末には沿海州やサハリン島などのロシア極東産のコンブも一定の地歩を占めていた。
こうした状況が一変したのが 1950 年代である。藻類学者の曾呈奎が開発した養殖技術によって
中国はコンブの完全自給を達成した。現在の中国は年間で約 300 万トンのコンブを生産する世界
最大のコンブ生産国であり、世界第 2 位の海藻生産国である。こうして古代から続いてきたコン
ブ貿易の道は廃れた。
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はじめに
私の専門は近現代のロシア極東史と日露関係史です。最近は東北アジア近現代史とも称してい
ます。私はロシア極東と日本の関係の歴史を調べていくうちにコンブ業に行きあたりました。コ
ンブ業の歴史を調べていくうちに話は東北アジア全体に広がりました。東北アジア近現代史専攻
と名のるようになったのはこういう次第です。
東北アジアの人々はコンブを好んで食べます。中華世界、朝鮮半島、日本列島、ロシア極東は
コンブ食の地域です。モンゴルについては残念ながら調べられていません。
ただし、コンブは食用以外にも多用途で使われています。日本産のマコンブという種に限れば、
たしかにその多くは食用として消費されています。しかし、コンブ科の他の種に目をやるならば、
食用以外に世界中で広く使われていることがわかります 2。
世界を見わたせば、コンブ科の植物は食用よりも、工業用で広く使われています。例えば、コ
ンブからはアルギン酸という粘度の高い酸が作られます。アルギン酸は増粘剤としてパンやうど
ん、アイスクリームなどの食品に添加されています。このほか、アルギン酸は医療用のゲル状素
材としても使われます。印刷や繊維の染色でも使われます。製紙工業においては糊料やコーティ
＊　Kaminaga, Eisuke　〔国際文化学科〕
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ング剤としても使われます 3。みなさんがふだん使っているシャンプーにも入っています。化粧
品の乳液やクリームにも入っています 4。
コンブはこのように多用途に使われています。そして東北アジアのほとんどの人が食べたこと
があり、また、日常的に食べている食品です。コンブは今日ここにお集まりいただいたみなさん
と深い縁があるのです。さらに、東北アジアのコンブ業の歴史はこのシンポジウムのテーマであ
る格差や差別の問題にも深く関わっています。それは今日ここでコンブについてお話しする理由
のひとつでもあります。
1. 日本列島から中華世界へ
コンブは中国語で「海帯（haidai）」といいます。韓国語では「다시마（tashima）」、ロシア語
では「морская капуста （morskaiia kapusta, 海のキャベツ）」といいます。日本語のコンブ（昆
布）の語源はアイヌ語起源と言われていますが、諸説があります。
東北アジアにおいてコンブは日本列島や朝鮮半島から中国へ輸出されてきました。これは古代
から 20 世紀半ばまで続きます。この貿易の道は第二次大戦後に途切れます。1950 年代の中国で
コンブ革命とでも呼ぶべき技術革新が起こったためです。コンブ革命ということばは私の造語で
す。大きな出来事にもかかわらず、日本ではよく知られていないのでこの場でご紹介したいと思
います。
かつての中国沿岸ではコンブがまったく採れませんでした。中国でほとんど採れなかったにも
かかわらず、古くから広く食べられていたのです 5。中国で食べられていたコンブは、日本列島
や朝鮮半島、現在のロシア極東の沿海州など中国の周辺地域で採られたものでした。中国と日本
とのコンブ貿易は 5 世紀ごろから始まったと言われています 6。
このコンブの貿易量が増えてくるのは 18 世紀後半、日本でいえば江戸時代の半ばです 7。日本
の開国前後にコンブ貿易はさらに拡大します。
この時期のコンブ貿易の道はおもに 2 つです。コンブはまず産地である蝦夷地から大坂に運ば
れます。日本海ぞいに新潟などを経由する北前船の道です。大坂から道は二つに分かれます。ひ
とつめが大坂から長崎を経由して広州に行くものです 8。もうひとつは大坂から薩摩と琉球を経
由して福建方面に行くものです 9。開国、そして明治以降になると、この道は大きく変わります。
上海の商人が箱館（函館）に直接やってくると、函館から上海に直接運ばれるコンブが出てきま
す 10。
日清・日中間のコンブの貿易量は 1885 年頃までが 1 万トン台、1890 年代には 2 万トン台、
1900 年代から 1930 年代が 2 万トン台後半から 3 万トン前後です 11。この 1 万トン、2 万トンと
いう数字は乾燥重量です。コンブは乾燥すると重さが約 5 分の 1 になります 12。ご存じの通り、
乾物のコンブは軽いです。日本のスーパーマーケットで小売りされているコンブはひと袋でせい
ぜい数十から 100 グラム程度です。1 万トンといえば相当な量です。
20 世紀に入ると日中貿易は工業製品が中心となり、全体の規模も大きくなります。1910 年代、
とくに第一次大戦以降、日中貿易におけるコンブ貿易の比重は相対的に小さくなります。しかし、
それまでの数十年、コンブは重要な貿易商品でした。実際、明治の新政府は上海でコンブを売っ
て殖産興業のための外貨銀を稼いでいました 13。
1930 年代から日中のコンブ貿易が激減し、戦後、この貿易はほぼ消滅します 14。交戦してい
た戦中に減ることは当然としても、戦後に消滅したのはなぜでしょうか。理由はあとで改めてお
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話しします。
ここまでの話をまとめます。古代から第二次大戦までは日本から中国に大量のコンブが輸出さ
れていました。近世にはコンブの道が二つありました。ひとつは長崎から輸出される道で、もう
ひとつは琉球経由でした。
2. ロシア極東から中華世界へ
明治維新の直前の 1860 年、ロシア帝国が日本海沿岸の地域（沿海州）を清から獲得します。
そこに建設された港町がウラジオストクです。そのウラジオストクにはじめて住んだ民間人はシ
ベリア商人のヤコフ・セミョーノフ（Семёнов. Я.Л., 1831-1913）という人物です。ウラジオス
トクはロシア帝国が建設した町ですが、それまで無人だったわけではなく、漢人がナマコやコン
ブを採り、先住民と毛皮を交易する場所でした。ユダヤ系のセミョーノフはロシア陸軍に穀物や
馬を納入していた有名な商人で、後にはウラジオストクの初代の民間人市長を務めました 15。セ
ミョーノフは中国人にならい、すぐにウラジオストク周辺でコンブ業を始めます。さすがは名う
ての商人です。
沿海州ではすでに琿春（フンチュン）の商人が満洲人にコンブを採らせていました。現在の琿
春は吉林省の延辺朝鮮族自治州の町です。地図で見ると、琿春とウラジオストクの近さがわかり
ます。琿春の商人はウラジオストクから自前の船で琿春にコンブを運び、そこから内陸を経由し
て華北方面にコンブを輸出していました 16。
一方、セミョーノフはウラジオストクから海路で中国本土をめざしました。当時のロシア極東
沿岸は同時期の日本列島沿岸と同じで、さまざまな国籍の船が行きかう海域でした。セミョーノ
フはドイツ船を傭船してウラジオストクから山東省の煙台（当時の芝罘）にコンブを輸出しまし
た 17。
その後、セミョーノフは 1878 年からサハリン島でコンブの生産を始めます。セミョーノフ商
会の労働者はおもに満州人、漢人、朝鮮人でした。彼らはウラジオストクから船に乗せられ、サ
ハリン島に行きました。サハリン島の流刑囚のロシア人を雇用することもありましたが 18、労働
力の大半は満洲人、漢人、朝鮮人でした。この時期、セミョーノフ商会はサハリン島と沿海州を
あわせて年間で数千トンものコンブを生産していました 19。
ここで問題にしたいのは、このシンポジウムの主題である格差と差別です。コンブの労働者の
なかには債務奴隷と呼ぶべき人々がいました。満州人のなかには、琿春の商人に借金漬けにされ、
その借金をかたに労働させられていた人々が多くいたのです 20。朝鮮人のなかにもそうした人々
がいた可能性があります。沿海州の朝鮮人はもともと朝鮮北部の出身です。彼らは 1860 年代に
飢饉を逃れてロシア極東に逃亡してきた農民です。
日本でも事情は同じです。江戸時代の蝦夷地でコンブを採らされていたのはアイヌです。アイ
ヌも和人の商人に債務奴隷化させられてコンブを採らされていました。19 世紀の北蝦夷地（サ
ハリン島）に至ってはニシン漁業の妨げになるとしてアイヌのコンブ採集自体が禁じられていま
した 21。沿海州やサハリン島の先住民は古くからコンブを食べていましたから 22、これは暴挙です。
コンブのあるところ債務奴隷あり、これは地域を越えて東北アジアに共通する事態でした。こ
れには構造的な原因があります。コンブは中国に輸出されていました。近代の中国でコンブを食
べていたのは庶民です。19 世紀から 20 世紀にかけて中国の農民は各地方の市場で物々交換に近
い形でコンブを入手し、農閑期の秋から冬にかけて食べていました 23。農民たちが好んだコンブ
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は厚さが薄いもので塩分の強いものでした。理由は、薄ければすぐに煮あがるので燃料が少なく
てすむ、そして、塩分が強ければ調味料をなしでも食べられるということです 24。ここからは農
民たちの苦しい生活が垣間見えます。それほど貧しい農民向けの商品である以上、コンブは価格
が安くなければ売れません。債務奴隷のような労働で生産していたからこそ、農民たちが買えた
わけです。コンブ生産に債務奴隷ありという東北アジア地域共通の事態は、国境を越えたコンブ
業の全体の構造を踏まえると理解しやすくなります。
セミョーノフ商会が生産したサハリン島産のコンブは、華北の市場で日本産コンブと競合して
いました。両者とも高品質で知られていました。日本の水産業史では「日本人は漁業や水産加工
が上手だから、他国産の品質は日本産にまったく及ばなかった」と言う論者が多かったのですが、
ここでは当てはまりません。これも先の講演で酒井直樹先生が指摘した、現代的なステレオタイ
プの思い込みが研究史に反映している例です。
日露戦争後、1905 年のポーツマス講和条約でサハリン島南部は日本領になります。サハリン
島におけるセミョーノフ商会の事業は頓挫します。しかし、その後もロシア極東から中国へのコ
ンブ輸出は続きます 25。
1930 年代でもソ連極東から満洲へのコンブ輸出が確認できます。第 1 次・第 2 次五か年計画
のソ連極東でもコンブが生産されていました 26。これはカリ塩やヨードなど工業原料の生産のた
めです 27。当時のソ連極東では中国に輸出するほか、国内需要のためにもコンブを生産していた
のです 28。ただ、この輸出も 1950 年代に激減します 29。理由は中国で起こったコンブ革命です。
3. コンブ革命
中国に輸入されたコンブは中国国内でどのように動いていたのでしょうか。20 世紀後半の中
国は国内でコンブを自給するようになるので、ここでの話は 20 世紀前半の話です。
先ほど述べたように、第一次大戦前後は日本から年間で約 3 万トンが輸入されていました。ロ
シア極東産のコンブは華北では健闘しているのですが、中国全体でいえば輸入コンブの 9 割が日
本産でした。これらの大半はまず上海に陸揚げされますが、そのほとんどは上海を素通りして長
江の流域へ移出されました 30。
コンブの多くは内陸部で食べられていたようです。例えば、四川、湖北、湖南、江西などです。
コンブにはヨウ素が多く含まれています。内陸の人々は日常的に海藻類を食べないため、栄養素
としてのヨウ素が不足しがちだと言われています。コンブが甲状腺の疾患に効くことと内陸でコ
ンブが好まれていたことにはおそらく関係があるのでしょう。
繰り返し述べてきたとおり、こうしたコンブ貿易の状況が激変したのは 1950 年代です。中国
でコンブの養殖技術が開発され、1950 年代から中国はコンブを自給するようになります。現在
の中国は世界最大のコンブ生産国で、世界第 2 位の海藻生産国です（第 1 位は南米のチリ）31。
中国で生産されているコンブのほぼ全量は国内消費向けです。6 割は工業用で、残りが食用で
す 32。
この養殖技術を開発したのは曾呈奎博士（Ceng Cheng- Kui, C.K. Tseng, 1909-2005）です。博
士は華南の廈門の生まれです。博士は留学して海藻研究の第一人者になったアメリカから 1946
年に帰国し、中国の海藻研究を生涯にわたって先導しました 33。博士の養殖技術によって、中国
はコンブの完全自給を果たしました。これにより千年以上続いた日中のコンブ貿易が廃れました。
私はこの技術革新をコンブ革命と呼んでいます。
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曾博士が卓越していたのはその学際性です。博士は自分で海に潜って海藻の生態を調べ、陸で
は市場の調査や工場での製品開発にも携わりました。博士はコンブに関することすべてに精通し
ていたのです 34。曾博士なくしてコンブ革命はありえなかったと断言できます。
博士のもともとの研究の動機は差別されていた漁民の生活を改善することでした 35。実際、沿
岸部の漁民の生活水準はコンブ養殖によって向上しました 36。博士の志は大躍進政策でも文化大
革命でも変わりませんでした。多くの知識人の例に違わず、博士も文革で迫害を受けますが、人
民の生活を改善したことが評価され、命を落とすには至りませんでした 37。
コンブ革命では生産性の向上と生産量の増大が同時に実現されました。まず低温下での育苗と
輸送の技術が開発されたことで生産量は大幅に増加しました。コンブの苗は水温が低くないと育
ちません。そこで遼寧や山東などの北の海で集約的に育苗し、それを低温のまま南へ輸送し、浙
江や福建、広東の海で苗は大きく育てられました。育成に際しても、波浪の影響を受けないよう
な容器や養殖いかだが開発されました 38。次いで徹底した品種改良によって一つの株あたりの生
産量が飛躍的に増大しました。
現代日本の多くの人々の考えでは、コンブは北の海に自生するものです。私もコンブ業を研究
するまではそう思っていました。しかし、実際、現在の中国では南部の福建や広東、つまり沖縄
と同緯度の海で大量のコンブが生産されているのです 39。
4. おわりに
古代からコンブを利用し、コンブの恩恵にあずかっているのに、現代の日本の私たちはコンブ
業の歴史をまともに顧みることがありません。なぜ東北アジアの近現代史としてコンブ業の歴史
が研究されてこなかったのか。いくつかの理由が考えられます。
まず、ナショナル・ヒストリーの枠組みという問題があります。もちろん従来の日本の歴史学
にはコンブについての優れた研究が多くあります。しかし、そうした研究のほとんどは日本とい
う枠組みを前提としています。だから、日本のコンブ生産について熟知した研究者が「最近は中
国でもコンブを食べるようになった」と書いています。
次はコンブの生産地が辺境であるという問題です。国という枠組みを前提とするならば、コン
ブはどの国でも辺境で生産されていることになります。知識人の多くは国の中央部に位置する都
市の住人であり、辺境の様相にはなかなか目を向けません。ロシア極東の場合でいえば、移民が
生産の中核をなしていたこともあります。辺境で移民の手によって担われ、製品はほとんど輸出
されてしまうわけですから、さらに関心が疎かになるわけです。
もうひとつはジェンダーの問題です。私は外国の研究者に「コンブを食べていますか」と聞い
てまわっています。そうした際、女性の研究者はなかなか詳しく教えてくださるのですが、男性
の研究者に聞くとあまりよくわからないという答えが返ってきます。男性の研究者の多くは料理
をしない、つまり日常の食文化から自分を疎外しています。男性が多数を占めてきた歴史学の世
界で研究者の関心がコンブに向けられる機会は必然的に乏しくなります。
先ほどお話をされた酒井直樹先生は以前、「ナショナル・ヒストリーを学び捨てる」という論
文 40 を書きました。私はその言葉を座右の銘としてコンブ業の研究をやっています。ナショナル・
ヒストリーを学び捨てていくと、コンブ業の歴史の諸問題は理解しやすくなります。東北アジア
のコンブ消費の中心は中華世界であり、ロシア極東や朝鮮半島、日本列島は周縁です。ナショナ
ル・ヒストリーを捨て国境を相対化すると、そのことははっきりします。漁業における債務奴隷
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や海民への差別が東北アジア共通であることも見えてきます。
つまり、東北アジアのコンブ業をよりよく理解するためにはナショナル・ヒストリーを学び捨
てる必要があります。そして東北アジアのコンブ業を調べることで、さまざまなものを見落とし
てきたナショナル・ヒストリーの制度的な問題が具体的に見えてくる、つまりより普遍的な問題
にもたどりつくことができるのです。
1  本論文は新潟国際情報大学 20 周年記念シンポジウム『21 世紀東アジア〈共生〉の条件』の「セッショ
ン 2　海＝境界をこえる〈共生〉の試み」（2013 年 11 月 3 日）での発表（シンポジウムでの原題は「生
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